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福
岡
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
の
開
院
と

　

本
館
の
建
て
替
え
に
向
け
た
取
り
組
み

福
岡
大
学
病
院
の
新
診

療
棟
の
開
院

福
岡
大
学
病
院
は
一
九
七

三
年
八
月
四
日
の
開
院
以
来

あ
た
た
か
い
医
療
の
基
本
理

念
の
も
と
に
診
療
、
教
育
、

研
究
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
本
年
一
月
四
日
に
は
さ

ら
に
新
診
療
棟
を
開
院
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
福

岡
大
学
医
学
会
の
会
員
を
始

め
と
し
た
福
岡
大
学
関
係
の

方
々
や
福
岡
大
学
病
院
を
ご

晶
履
に
し
て
頂
い
て
い
る
地

域
住
民
の
皆
様
な
ど
の
御
理

解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
診
療
棟
は
病
院
新
館
（新

館
）
、
福
大
プ
ラ
ザ
、
福
大

メ
デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ル
の
総
称

で
旧
陸
上
競
技
場
の
跡
地
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
館
の

建
築
面
積
と
延
床
面
積
は
そ

れ
ぞ
れ
約
六
、
二
〇
〇
群
、

約
二
九
、
０
０
０
群
で
す
。

地
下
一
階
、
地
上
七
階
建
て

の
免
震
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

地
下
鉄
福
大
前
駅
と
直
結
し
、

福
岡
大
学
病
院
本
館

（本
館
）

福
岡
大
学
病
院
長内

　

藤

　

正

　

俊

と
は
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
新
館
の
一
階
か
ら

三
階
ま
で
は
天
井
の
高
い
吹

き
抜
け
構
造
で
、
空
港
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
中
庭
状
の
空

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
来

は
臓
器
別
セ
ン
タ
ー
化
を
基

本
と
し
、
内
科
や
外
科
の
垣

根
の
な
い
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
予
防
医

学
セ
ン
タ
ー
で
は
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
増
進
指

導
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
や
薬
学
部
と
連
携
し
な
が

ら
予
防
医
学
を
発
展
さ
せ
ま

す
。
各
診
察
室
の
後
方
の
ス

タ
ッ
フ
通
路
は
患
者
動
線
と

分
離
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者

の
待
合
ス
ペ
ー
ス
は
広
く
取

っ
て
あ
り
、
待
合
表
示
板
や

診
療
費
自
動
支
払
精
算
機
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
外

来
は
災
害
拠
点
病
院
と
し
て

非
常
時
に
多
く
の
被
災
者
を

応
急
収
容
す
る
場
所
に
転
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
に
新
館
の
一

階
に
多
数
の
医
療
ガ
ス
管
を

配
置
し
、
約
一
〇
〇
群
の
倉

庫
に
は
食
料
及
び
飲
料
水
を

備
蓄
し
て
い
ま
す
。
四
階
か

ら
七
階
ま
で
の
病
棟
に
は
本

館
か
ら
二
〇
四
床
が
移
転
し

ま
し
た
。
一
般
室
は
四
人
部

屋
で
家
族
控
室
も
あ
り
、
患

者
や
家
族
に
優
し
い
設
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
看
護
師
だ

け
で
な
く
薬
剤
師
や
管
理
栄

養
士
等
の
業
務
ス
ペ
ー
ス
や

点
滴
薬
剤
準
備
室
も
設
け
、

業
務
効
率
や
安
全
に
も
考
慮

し
て
い
ま
す
。
患
者
の
安
全

と
個
人
情
報
の
漏
洩
防
止
の

た
め
に
各
階
に
防
犯
カ
メ
ラ

及
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
の
電

気
錠
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

新
館
の
概
要
は
下
記
の
通
り

で
す
。

福
大
プ
ラ
ザ
は
地
下
鉄
福

大
前
駅
と
新
館
と
を
地
下
で

直
結
す
る
空
間
で
す
。
天
井

を
ガ
ラ
ス
張
り
と
し
、
各
種

案
内
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
い
ま
す
。
地
下
鉄
七
隈

沿
線
の
地
域
住
民
や
学
生
と

の
交
流
の
場
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
福
大
メ
デ
ィ

カ
ル
ホ
ー
ル
は
新
館
に
隣
接

す
る
三
○
○
席
の
講
演
会
ホ

ー
ル
で
、
講
演
会
、
各
種
研

修
会
、
市
民
向
け
公
開
講
座

等
に
利
用
で
き
ま
す
。
既
に

昨
年
四
月
か
ら
講
演
会
ホ
ー

ル
の
予
約
受
付
を
福
岡
大
学

病
院
庶
務
課
で
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
利
用

下
さ
い
。
福
大
メ
デ
ィ
カ
ル

ホ
ー
ル
の
地
下
一
階
に
は
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

心
臓
疾
患
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

新
館
の
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
運

動
療
法
等
を
始
め
て
い
ま
す
。

福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

と
共
同
で
運
営
し
、
ト
レ
ッ

ド
ミ
ル
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、

負
荷
心
電
図
装
置
、
呼
気
ガ

ス
測
定
装
置
、
フ
ロ
ー
ミ
ル

等
の
機
器
を
備
え
て
い
ま
す
。

安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
新
館
と

福
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ル
の

間
に
中
庭
を
設
け
、
新
館
の

裏
側

（南
側
）
の
庭
に
は
季

節
に
応
じ
た
木
々
や
花
々
を

植
え
て
い
ま
す
。
新
館
の
地

下

一
階
に
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
コ
ー
ヒ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

地
下
鉄
福
大
前
駅
へ
の
直

結
地
下
通
路
を
整
備
し
、
診

療
費
の

「は
や
か
げ
ん
電
子

マ
ネ
ー
」
決
済
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
こ
の
地
下
鉄
利
用

者
の
ア
ク
セ
ス
と
支
払
い
の

利
便
性
を
画
期
的
に
向
上
さ

せ
た
こ
と
に
対
し
、
福
岡
市

交
通
局
か
ら
平
成
二
十
二
年

十
二
月
二
十
八
日
に
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　　　　　

　

築
後
三
十
七
年
経
っ
て
い

る
本
館
に
新
診
療
棟
へ
移
転

し
な
い
診
療
科
の
入
院
病
床
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一

　

一
床
）
や
手
術
室
そ

の
他
の
中
央
部
門
が
残
り
ま

す
。
福
岡
医
学
会
会
員
の
皆

様
中
に
も
記
憶
し
て
お
ら
れ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

本
館
の
老
朽
化
を
感
じ
た
の

は
平
成
十
七
年
三
月
の
福
岡

県
西
方
沖
地
震
の
時
で
す
。

壁
の
諺
割
れ
、
病
棟
の
壊
れ

た
窓
ガ
ラ
ス
の
傍
で
件
む
患

者
さ
ん
の
姿
が
目
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
実
際
、
壁
の

鉾
割
れ
と
崩
落
が
そ
れ
ぞ
れ

一

　

一
四
箇
所
と
三
箇
所
で
起

こ
り
、
壊
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
は

五
十
七
箇
所
、
約
二
〇
〇
枚

に
達
し
、
水
漏
れ
も
十
一
箇

所
で
発
生
し
ま
し
た
。
窓
ガ

ラ
ス
の
破
損
と
水
漏
れ
の
た

め
に
病
室
の
移
動
を
余
儀
な

噂

一－

　　

，十
・
ー

　

　　

　

　
　　

　

　

　

　

　　

　　
　

　

地下１階 撞霊逝飢瞳釧議が較づ
室

タ
械

（
機

茶

　

、

喫
庫

食
倉

軽
課隆養設栄

施

階 離
、
隙

多

　

湖
付
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鎚
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総
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撮
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療
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・

・

影
鶏
馴

瀬
綱
泳
囚
課

東

・
支
案
事

、
椎
究
方
医

部
脊
研
処

　

、

療

・
床
外
付

診
器
臨
院
受

合
動

　

、
、
診

総
運
部
計
再

（

　　

線
会

・

来

　　

射
事
診

外

　

放
医
初

階り‘

一タンセ病尿
）

糖

　

一

・

　

夕

泌
ン

分
セ

内
病

、
原

一

　

勝
室

夕

・
図

ン
器
電

セ
尿
心

器
泌

　

、

化

・
室

消
腎
血

、

、
採

多
鋲

ン

　

ン
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セ

　

セ
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器
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（
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′
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一

成
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・
セ
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療
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・
室

タ

　

ー

　

談
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タ
相

セ

ン
護

療
セ
看

医

ト

　

、

旧
ル

　

ー

　

室

小
ハ
療

（

　　

医

来

　　

伝

外

　　

遺

階Ａｑ 妹鑓Ｇ蘇醐脈
）〆瀞獅醐嘘＊階にＪ 病棟 （小児医療センター３８床〈小児科、ＨＣＵ４床〉）

階Ａ
Ｖ 病棟 （ハートセンター４８床〈循環器内科、 心臓血管外科、ＣＣＵ６床〉）
階７

′ 病棟 （消化器センター４５床〈消化器内科〉、 特室３床）

く
さ
れ
た
患
者
さ
ん
も
二
十

名
に
上
り
ま
し
た
。
最
大
震

度
七
以
上
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
本
館
か
ら
の
多
く

の
被
災
者
も
新
館
の
外
来
に

収
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
免

震
構
造
を
備
え
た
本
館
の
建

て
替
え
を
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
に
病
院
の
経
営
収
支
を
改

善
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
を
増
加
さ
せ
る
た
め

に
は
入
院
患
者
を
増
や
す
こ

と
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
患

者
を
取
り
巻
く
全
職
員
が
福

岡
大
学
病
院
の
基
本
理
念
で

あ
る
あ
た
た
か
い
医
療
を
誠

心
誠
意
効
率
的
に
実
践
す
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
二
十
年
に
業
務

連
携
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
人

が
無
駄
な
く
連
携
で
き
る
環

境
作
り
を
始
め
て
い
ま
す
。

患
者
を
集
め
て
い
る
優
秀
な

医
師
に
は
病
院
教
授
や
診
療

教
授
の
称
号
の
付
与
を
開
始

し
、
雑
用
を
減
ら
す
た
め
の

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
も
配

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
対

策
に
よ
り
昨
年
の
秋
に
は
開

院
後
最
高
の
九
九
・五
％
の

病
床
稼
働
率
を
記
録
し
た
日

が
複
数
あ
り
ま
す
。
他
に
も

周
囲
の
医
院
や
病
院
と
の
地

域
医
療
連
携
の
強
化
、
治
験

拠
点
病
院
と
し
て
臨
床
研
究

へ
の
支
援
体
制
の
強
化
、
脳

卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
立

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
△７

後
は
支
出
削
減
に
向
け
た
対

策
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
た
非
効
率
的
な
部

門
の
見
直
し
を
よ
り
一
層
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ーニ

　

や
　　　　

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ
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ス

医医事態一発ニュースズ



福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

筑
紫
病
院
内
分
泌
・

　

糖
尿
病
内
科
教
授

　　　　

小
林

　

邦
久

福
岡
大
学
医
学
会
の
み
な
さ

ま
へ
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
十
月
一
日
付
け

で
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
の
内
科

第
二

（内
分
泌
・糖
尿
病
内
科
）

教
授
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し

た
。自

己
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

出
身
は
山
口
県
宇
部
市
で
昭
和

六
十
三
年
に
九
州
大
学
卒
業
後
、

九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
・

九
州
労
災
病
院
で
二
年
間
の
臨

床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
研
究
生
・医
員
、そ
し
て
糸
田
町

立
緑
ヶ
丘
病
院
勤
務
の
後
、米
国

ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
学
Ｆ
匝≦
羅
ｇ
①

Ｏ豆
口教
授
＝
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
）
に
留
学
い
た
し
ま

し
た
。
帰
国
後
、
天
神
ク
リ
ニ

ッ
ク
・
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
た
後
、
助
手
と
し
て
九

州
大
学
に
帰
学
し
、
助
教
講
師

を
経
て
、
福
岡
大
学
に
赴
任
い

た
し
ま
し
た
。
主
な
研
究
分
野

は
糖
尿
病
状
態
に
お
け
る
細
胞

内
お
よ
び
全
身
の
糖
代
謝
１
脂

質
代
謝
連
関
と
動
脈
硬
化
症
発

症
機
序
に
関
す
る
も
の
で
す
。

今
後
は
こ
の
分
野
を
含
め
た
糖

尿
病
血
管
合
併
症
の
発
症
・
進

展
機
序
に
つ
い
て
広
く
臨
床
お

よ
び
基
礎
研
究
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
は
科
の
創
設
と
い

う
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
喜
び
と
と
も
に
ま

た
責
任
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
糖
尿
病
・
内
分
泌

と
い
う
枠
組
み
の
み
に
と
ら
わ

れ
ず
、
高
い
倫
理
観
を
も
っ
て
、

患
者
さ
ん
の
身
体
的
・精
神
的
、

そ
し
て
社
会
的
な
面
も
含
め
た

全
人
的
医
療
を
お
こ
な
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
教
育
面
で
は
チ
ー
ム
医
療

の
中
心
と
な
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
お
よ
び
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
能
力
を
も
つ
次
世
代
の

医
師
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

生
活
習
慣
の
変
化
と
と
も
に

激
増
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

糖
尿
病
は
、
現
在
予
備
軍
も
あ

わ
せ
て
約
二
二
一
〇
万
人
い
る

と
さ
れ
、
四
疾
病
五
事
業
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
の
発
症
・
重
症
化
の
予
防
の

た
め
に
は
地
域
医
療
連
携
の
発

展
・
充
実
が
必
須
で
す
。
福
岡

大
学
筑
紫
病
院
は
大
学
病
院
と

し
て
全
国
で
初
め
て
地
域
医
療

支
援
病
院
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
も
う
ひ
と
つ
の
研
究
分
野

で
あ
る
地
域
医
療
連
携
の
た
め

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス
を
筑
紫
医
療
圏

に
お
い
て
先
生
方
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
実
地
臨
床
に
応
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
福
岡
県
の
糖
尿
病
医
療

に
お
い
て
病
診
連
携
・
病
病
連

携
の
重
要
な
ハ
ブ
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
く
べ
く
、
い
っ
そ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
漣
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

産
婦
人
科
准
教
授

　　　　　

辻
岡

　

寛
１ず

平
成
二
十
二
年
十
月
よ
り
准

教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

本
学
を
平
成
四
年
に
卒
業
し
、

産
婦
人
科
学
教
室
に
入
局
い
た

し
ま
し
た
。
祖
父
か
ら
数
え
て

三
代
目
の
産
婦
人
科
医
で
す
。

学
生
時
代
は
産
婦
人
科
に
興
味

が
な
く
、
入
局
は
全
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
副
学
長

の
瓦
林
達
比
古
先
生
が
当
時
助

教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
ば
か

り
で
、
熱
心
に
勧
誘
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
が
入
局
の
決
め

手
に
な
り
ま
し
た
。
初
代
教
授

の
白
川
光
一
先
生
は
古
き
良
き

時
代
の
厳
格
な
先
生
で
し
た
が
、

最
初
か
ら
何
で
も
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
平
成
七
年
か
ら
は
大
学
院

へ
進
学
し
、
当
時
の
生
化
学
第

二
教
室
の
池
原
征
夫
先
生
の
も

と
で
分
子
細
胞
生
物
学
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が

最
も
敬
愛
し
尊
敬
す
る
先
生
で

す
。
学
位
取
得
後
、
平
成
十
一

年
か
ら
は
池
原
先
生
の
ご
紹
介

で
米
国
のＥ
Ｏ
お
客
の
嘉

さ
ー症

に
あ
る
ロ
ロヨ
豆
日
研
究
所

（以

前
の
冨
ー色
か
癌
研
究
所
、
現
在

の
の
書
き
ａ
向
日
旨
①日
医
学
研

究
所
）
の
き
留
］ｇ
冴
８
白
目
先

生
の
も
と
に
留
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
歓
迎
会
で
は
、

研
究
所
の
創
設
者
で
あ
る
国
書
．

日
当
先
生
か
ら
、
新
人
の
中
で

唯
一
（池
原
研
出
身
者
と
い
う

だ
け
の
理
由
で
）
特
別
な
賛
辞

を
頂
き
、
大
変
恐
縮
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
近
隣
の
研

究
所
に
は
当
時
九
人
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
が
い
ま
し
た
。
ク

リ
ッ
ク
が
存
命
で
、
の
巴
丙
研
究

所
の
駐
車
場
で
彼
の
車
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
Ａ
Ｔ
１
Ｇ
Ｃ

で
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
の
は

印
象
深
い
思
い
出
で
す
。
そ
の

当
時
に
知
り
合
っ
た
研
究
者
の

中
に
は
現
在
も
す
ば
ら
し
い
研

究
を
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
得
難
い
経
験
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
学
院
在
学
中
に

瓦
林
先
生
が
二
代
目
の
教
授
に

就
任
さ
れ
、
帰
国
し
た
頃
は
現

産
業
医
大
教
授
の
蜂
須
賀
徹
先

生
が
助
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
蜂
須
賀
先
生
に

は
癌
の
臨
床
と
手
術
を
ご
指
導

い
た
だ
き
、
結
果
的
に
こ
れ
が

婦
人
科
腫
癌
と
内
視
鏡
手
術
を

専
門
と
す
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
も
っ
ぱ
ら

臨
床
ば
か
り
を
や
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
三
代
目
の
教
授
に
就

任
さ
れ
た
宮
本
新
吾
先
生
は
癌

分
子
標
的
治
療
薬
の
開
発
に
向

け
て
基
礎
研
究
と
創
薬
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
、
微
力
な
が
ら

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
恩
人
と

も
言
う
べ
き
先
生
達
か
ら
共
通

し
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
基
礎
研
究
と
論
文
業
績

の
重
要
性
で
し
た
。
自
分
自
身

は
臨
床
ば
か
り
や
っ
て
い
て
全

く
教
え
を
守
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
重
要
性
は
今
に
な
っ
て
よ

く
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

産
婦
人
科
医
の
減
少
が
社
会
現

象
と
さ
れ
て
い
る
中
、
幸
運
に

も
私
ど
も
の
教
室
は
多
く
の
若

い
先
生
達
に
入
局
し
て
い
た
だ

き
に
ぎ
や
か
な
教
室
で
す
。
私

自
身
は
少
々
長
く
大
学
に
い
す

ぎ
て
い
る
気
が
し
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
手
術
や
急
患
が
大
好
き

で
、
後
輩
達
と
一
緒
に
患
者
さ

ん
を
診
て
い
る
時
間
が
一
番
楽

し
い
時
間
で
す
。
今
後
は
後
輩

達
の
成
長
の
手
助
け
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　　　　

松
尾

　

邦
浩

石
倉
宏
恭
教
授
、
朔
啓
二
郎

教
授
の
ご
推
挙
に
よ
り
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
准
教
授
に
昇
格
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
松
尾
邦

浩
で
す
。

福
岡
県
中
間
市
で
育
ち
、
ご

き
げ
ん
よ
う
”
で
有
名
な
明
治

学
園
中
学
を
卒
業
後
、
甲
子
園

を
わ
か
せ
た
東
筑
高
校
を
経
由

し
て
一
九
八
五
年
に
福
岡
大
学

を
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は

先
代
の
荒
川
規
矩
男
教
授
が
主

宰
さ
れ
て
い
た
福
岡
大
学
医
学

部
第
二
内
科
に
入
局
し
、
以
後

循
環
器
病
学
、
特
に
心
臓
電
気

生
理
学
、
不
整
脈
学
の
研
鍛
を

積
み
ま
し
た
。

　

一
九
九
六
年
十
月
か
ら
一
九

九
九
年
三
月
ま
で
米
国
０
け８
外

▲ｎ）・ゆ
く
①－並
ロ
ロ
爪の
▲ｎ）闘の０
４
ｑ
ｏ
の［の
「ロ

閃
①
⑦①

の
ｑ
ｂ
聖
のき
に
留
学
し

て
い
ま
し
た
。
留
学
中
は
心
房

細
動
中
の
左
右
両
心
房
の
興
奮

パ
タ
ー
ン
を
三
七
二
点
多
点
同

時
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
解
析
す
る
と

い
う
、
日
本
人
留
学
生
に
し
か

で
き
な
い
よ
う
な
地
道
な
作
業

を
た
だ
ひ
た
す
ら
朝
か
ら
晩
ま

で
日
の
差
さ
な
い
地
下
室
で
来

る
日
も
来
る
日
も
行
っ
て
い
ま

し
た
。
留
学
当
初
は
一
秒
間
の

電
位
記
録
を
解
析
す
る
の
に
－

週
間
以
上
か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
た
の
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
新
し
く
な
っ
た

お
か
げ
も
あ
っ
て
一
日
で
出
来

る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。
念

の
た
め
で
す
が
自
動
解
析
で
は

な
く
手
動
で
解
析
で
す
。
今
で

も
目
を
つ
ぶ
る
と
心
房
細
動
の

電
位
が
目
に
浮
か
ぶ
ほ
ど
で
す
。

帰
国
後
こ
の
ま
ま
不
整
脈
の

研
究
を
続
け
て
い
れ
ば
良
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す

ぐ
に
福
岡
徳
洲
会
病
院
に
赴
任

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
冠
動
脈
形

成
術
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
二
〇
〇
一
年
四
月

か
ら
朔
啓
二
郎
教
授
の
御
命
令

で
福
岡
大
学
病
院
循
環
器
科
に

戻
り
、
冠
動
脈
造
影
グ
ル
ー
プ

と
不
整
脈
グ
ル
ー
プ
の
間
で
生

き
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
五

年
に
現
在
所
属
し
て
い
る
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
異
動
と
な
り

ま
し
た
。
異
動
後
に
始
め
た

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
や
Ｂ
Ｌ
Ｓ
の
心
肺
蘇

生
法
の
普
及
活
動
が
現
在
の
活

動
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
異
動
後
は
循
環
器

系
だ
け
で
な
く
外
傷
な
ど
の
救

急
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
大
変

な
の
は
ご
想
像
の
と
お
り
で
す
。

全
国
的
に
も
不
整
脈
を
専
門

に
し
た
救
急
医
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
ら
し
く
こ
の
分
野
で
し
ば

ら
く
生
き
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

内
分
泌
・糖
尿
病
内
科
学
講
師

　　　　

野
見
山

　

崇

私
は
昭
和
四
十
五
年
、
福
岡

市
博
多
区
に
生
れ
ま
し
た
が
、

三
歳
時
に
神
奈
川
県
に
越
し
た

後
は
関
東
で
育
ち
、
平
成
七
年

に
順
天
堂
大
学
を
卒
業
し
ま
し

た
。
当
時
順
天
堂
大
学
代
謝
内

分
泌
学
講
座
は
発
足
し
た
ば
か

り
で
し
た
が
、
河
盛
隆
造
教
授

の
熱
の
入
っ
た
教
育
と
医
学
へ

の
探
求
心
に
魅
せ
ら
れ
、
糖
尿

病
を
中
心
と
し
た
代
謝
内
分
泌

学
を
自
ら
の
専
攻
に
選
び
ま
し

た
。
大
学
院
時
代
は
主
に
酸
化

ス
ト
レ
ス
を
中
心
と
し
た
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十

こ
の
た
び
、
向
坂
彰
太
郎
教

授
の
御
推
挙
に
よ
り
、
平
成
二

十
二
年
十
月
か
ら
福
岡
大
学
医

学
部
消
化
器
内
科
講
師
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
坂
本
雅
晴
と
申

し
ま
す
。
私
は
、
昭
和
六
十
三

年
久
留
米
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
、
同
大
学
第
二
内
科
に
入
局

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
研
修
を

終
え
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。

当
時
教
授
で
あ
っ
た
谷
川
久
一

先
生
が
、
肝
臓
病
学
の
中
で
も

肝
類
洞
壁
細
胞
の
病
態
や
治
療

に
関
す
る
研
究
で
す
ば
ら
し
い

業
績
を
上
げ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
学
位
は

「
エ
ン
ド
セ
リ
ン

１
１
を
用
い
た
伊
東
細
胞
の
収

縮
能
に
関
す
る
検
討
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ

は
、
当
時
伊
東
細
胞

（肝
星
細

胞
）
に
収
縮
能
を
有
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
収
縮
す
る

か
ど
う
か
の
証
明
が
な
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

収
縮
物
質
で
あ
る
エ
ン
ド
セ
リ

ン
が
肝
類
洞
内
皮
細
胞
で
産
生

さ
れ
、
バ
ラ
ク
ラ
イ
ン
に
よ
り

伊
東
細
胞
に
作
用
し
収
縮
さ
せ

る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。
こ

の
研
究
発
表
後
、
他
の
施
設
で

も
伊
東
細
胞
の
収
縮
・
拡
張
作

用
の
発
表
論
文
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
伊
東
細
胞
が
収

縮
・
拡
張
作
用
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
肝
臓
病
学
者
の
中
で
は

有
名
な
のけのユ
０臭
教
授
の
書
か

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
Ｑ
ｗ
＝ぷ
ヨ
著
の宿
日
」
と
い
う

肝
臓
病
学
の
書
籍
の
な
か
に
記

載
さ
れ
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
肝
臓
の
線
維
化
や
門

脈
圧
冗
進
症
の
研
究
を
行
い
、

最
近
ま
で
骨
髄
由
来
の
血
管
内

皮
前
駆
細
胞
を
使
い
、
臨
床
に

役
に
立
つ
肝
臓
の
治
療
法
が
な

い
か
ど
う
か
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
臨
床
面
に
お
い
て
は

消
化
器
病
を
中
心
に
リ
ウ
マ
チ
・

勝
原
病
の
診
療
に
携
わ
っ
て
来

ま
し
た
。
リ
ウ
マ
チ
・
勝
原
病

の
診
療
経
験
は
、
全
身
の
診
察
・

検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
内
科

医
と
し
て
た
い
へ
ん
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
私
が

医
師
に
な
っ
た
頃
、
先
輩
医
師

か
ら
消
化
器
内
科
専
門
医
で
あ

る
前
に
全
身
を
診
察
で
き
る
内

科
医
に
な
る
よ
う
に
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

そ
の
重
要
性
を
実
感
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
度
は
、
内
科
医
で
あ
る

こ
と
の
重
要
性
を
私
が
後
輩
医

師
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
肝
臓

病
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

に
対
す
る
治
療
が
め
ざ
ま
し
く

進
歩
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は

肝
硬
変
か
ら
肝
発
癌
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
慢

性
肝
炎
、
肝
硬
変
か
ら
肝
癌
へ

の
進
行
を
い
か
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
目
標
に
診
療
、

臨
床
研
究
を
さ
ら
に
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
良
い
医

療
を
多
く
の
患
者
さ
ん
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消
化
器
内
科
講
師

　　　　　

入
江

　

真

平
成
二
年
に
福
岡
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
福
岡
大
学
医
学

部
第
一
内
科

（奥
村
愉
教
授
）

に
入
局
し
ま
し
た
。
大
学
病
院
、

糸
島
医
師
会
病
院
で
肝
疾
患
の

診
断
と
治
療
に
つ
い
て
、
臨
床

医
と
し
て
の
経
験
を
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
十
三

年
福
岡
大
学
医
学
部
第
三
内
科

研
究
生
、
平
成
十
九
年
福
岡
大

学
医
学
部
消
化
器
内
科
助
教
、

七
年
二
月
か
ら
三
年
半
の
米
国

留
学
中
は

「糖
尿
病
は
血
管
の

病
気
で
あ
る
」
と
い
う
師
匠
の

格
言
を
遵
守
し
、
血
管
平
滑
筋

細
胞
を
中
心
と
し
た
研
究
に
没

頭
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年

十
月
よ
り
柳
瀬
敏
彦
教
授
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
当
科
講
師
に

就
任
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
私
と
柳
瀬
先
生
を
め
ぐ
り

合
わ
せ
て
く
れ
た
も
の
は

「剣

道
」
で
し
た
。
私
の
父
と
柳
瀬

先
生
が
九
州
大
学
医
学
部
剣
道

部
卒
の
同
門
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
切
っ
掛
け
に
共
通
の
知
人

（桶
田
俊
光
先
生
）
よ
り
御
紹
介

を
頂
き
、
私
は
三
十
七
年
の
時

を
経
て
帰
郷
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
さ
に
剣
の
道
は
人

の
道
、
こ
の
よ
う
な
有
難
い
巡

り
合
せ
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
剣
道
の
稽
古

を
す
る
こ
と
で
病
弱
だ
っ
た
幼

少
期
を
何
と
か
生
き
残
り
、
学

生
時
代
は
大
切
な
友
を
得
、
米

国
留
学
中
も
言
語
や
国
籍
を
超

え
た
多
く
の
剣
友
に
巡
り
会
え

ま
し
た
。
私
が
専
門
と
し
て
い

る
糖
尿
病
の
診
療
は

「医
体
同

源
」、
運
動
も
大
切
な
治
療
で
す
。

私
自
身
が
そ
れ
を
遂
行
す
べ
く
、

私
の
聖
地
福
岡
で
、
糖
尿
病
家

と
し
て
の
み
な
ら
ず
剣
道
家
と

し
て
も
修
業
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
研

究
の
み
な
ら
ず
基
礎
研
究
で
も

論
文
が
出
せ
る
講
座
を
め
ざ
し
、

諸
先
生
方
と
切
瑳
琢
磨
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
ご

指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

消
化
器
内
科
学
講
師

　　　　

坂
本

　

雅
晴

　

　　

　　

　

　　　

　

　
　
　
　

平成２３年（２０１１年）３月１８日

平成２２年１０月１日付けで本学へ赴任、昇格
された方に自己紹介をしていただきました。
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ス 平成２３年（２０１１年）３月１８日

平
成
二
十
年
福
岡
大
学
医
学
部

消
化
器
内
科
七
号
講
師
、
平
成

二
十
二
年
向
坂
彰
太
郎
教
授
の

御
推
挙
に
よ
り
講
師
へ
昇
格
し

現
在
に
至
り
ま
す
。
臨
床
で
は

ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
の
診
断
、
治

療
。
肝
細
胞
癌
の
局
所
治
療
、

肝
硬
変
症
の
治
療
、
門
脈
圧
冗

進
症
に
伴
う
食
道
胃
静
脈
癌
の

治
療
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
食
道
・
胃
静
脈
癌
の
治
療

に
興
味
を
持
ち
、
内
視
鏡
的
治

療
、
処
置
具
の
開
発
な
ど
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
で

は
、
福
岡
大
学
医
学
部
第
一
内

科
入
局
当
時
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
障
害
の
病
態
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
当
時
、
肝
臓
研
究
室

に
お
ら
れ
た
上
村
精
一郎
先
生
、

早
田
哲
郎
先
生
の
下
で
ア
ル
コ

ー
ル
性
肝
障
害
に
お
け
る
肝
線

維
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
二
十
年
三
月
、
向
坂

彰
太
郎
教
授
の
ご
指
導
の
下
、

論
文

「置
き
豊
ｏ
突
け箔
のの８
口
ｏー

鱒
匝日
目
鮎ぬ
き
品
目
｛き
Ｅ
ｇ
８
［－，

忌
め◎
宮
守
の
ゴ
ロ白
目

－ぞ
ｑ
ｏ一

℃卿信
三
の
三
洋

ｍ行
Ｏｇ
一行
－ぎ
の「

Ｑ冴
窪
め◎．」
で
学
位
を
頂
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障
害
（Ａ
Ｌ
Ｄ
）、非
ア
ル
コ
ー

ル
性
脂
肪
性
肝
炎
（Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）、

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
な
ど
の
病
態

進
展
に
関
与
し
て
い
る
酸
化
的

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
臨
床
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

臨
床
の
場
に
お
い
て
、
肝
疾
患

の
診
断
、
治
療
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
後

輩
の
指
導
や
学
生
教
育
に
も
力

を
入
れ
、
福
大
病
院
の
発
展
の

た
め
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

呼
吸
器
内
科
講
師

　　　　

内
野

　

順
治

二
〇
一
〇
年
十
月
よ
り
呼
吸

器
内
科
講
師
に
昇
格
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
内
野
と
申
し
ま

す
。
一
九
九
九
年
に
長
崎
大
学

医
学
部
卒
業
後
、
九
州
大
学
胸

部
疾
患
研
究
施
設
に
入
局
し
ま

し
た
。
九
州
大
学
病
院
、
九
外

厚
生
年
金
病
院
、
北
九
州
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
よ

り
九
州
大
学
大
学
院
医
学
系
学

府
臓
器
機
能
医
学
専
攻
博
士
課

程
に
入
学
し
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
肺
癌
遺
伝
子
治
療
の

基
礎
研
究
に
お
い
て
学
位
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス

を
使
用
し
た
遺
伝
子
治
療
は
レ

ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
頻
用
さ
れ
ま

す
が
目
的
遺
伝
子
を
宿
主
遺
伝

子
内
に
ぢ
霜
嶋
竺
の
し
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
る
危
険
性
が
問
題
視

さ
れ
、
当
時
は
よ
り
安
全
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
治
療
が
進
歩
し

始
め
た
頃
で
し
た
。
ウ
イ
ル
ス

を
扱
う
実
験
で
す
の
で
も
ち
ろ

ん
十
分
に
取
り
扱
い
に
は
注
意

し
て
お
り
ま
し
た
が
な
ぜ
か
よ

く
風
邪
を
引
い
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
の
後
、
九
州

大
学
呼
吸
器
科
肺
癌
グ
ル
ー
プ

の
医
員
と
し
て
肺
癌
化
学
療
法

に
主
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
の
癌
臨
床
研
究
グ
ル
ー
プ

と
し
て
は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
（日
本
臨
床

腫
蕩
研
究
グ
ル
ー
プ
）
や

Ｗ
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（西
日
本
が
ん
研
究
機

構
）
が
有
名
で
す
が
、
九
州
で

は
九
州
大
学
が
中
心
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｋ
（九
州

肺
癌
研
究
機
構
）
と
い
う
臨
床

試
験
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
こ

で
新
規
肺
癌
治
療
の
治
験
や
臨

床
試
験
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
度
渡
辺
憲
大
朗
教
授
の

お
計
ら
い
に
よ
り
二
〇
一
〇
年

四
月
か
ら
当
院
呼
吸
器
内
科
に

て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
肺
癌
治
療
に
関
し
て
は

様
々
な
新
薬
や
治
療
法
の
開
発

に
よ
り
日
進
月
歩
の
分
野
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足

で
き
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
福
岡
大
学
病
院
か
ら
基

礎
研
究
、
臨
床
研
究
両
方
の
面

で
新
し
い
情
報
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

腎
臓
・勝
原
病
内
科
講
師

　　　　

笹
冨

　

佳
江

斉
藤
喬
雄
教
授
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
こ
の
度
腎
臓
勝
原
病
内

科
講
師
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
佐
賀
県
吉
野
ケ
里
近

く
の
北
茂
安
町
で
す
が
、
筑
紫

女
学
園
高
校
、
福
岡
大
学
医
学

部
入
学
以
降
、
生
活
拠
点
は
福

岡
と
な
り
は
や
二
十
七
年
が
た

ち
ま
す
。
平
成
二
年
三
月
に
卒

業
後
は
当
時
の
荒
川
規
矩
男
教

授
の
内
科
学
第
二
教
室
に
入
局

し
、
当
病
院
及
び
筑
紫
病
院
で

臨
床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
故

内
藤
説
也
教
授
の
腎
臓
内
科
医

員
に
な
り
ま
し
て
か
ら
は
、
当

病
院
救
命
セ
ン
タ
ー
、
川
浪
病

院
（現
、
福
西
会
病
院
）、
佐
賀

県
の
白
石
共
立
病
院
や
愛
媛
県

の
口
羽
外
科
胃
腸
科
医
院
で
実

地
医
療
を
学
び
ま
し
た
。
医
師

に
な
り
六
年
目
に
臨
床
だ
け
で

な
く
、
基
礎
も
の
ぞ
い
て
み
た

く
な
り
、
竹
林
茂
夫
教
授
の
病

理
学
第
二
教
室
に
入
り
、
半
月

体
形
成
性
腎
炎
を
ま
と
め
学
位

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
五
年
間
に
は
１
ｇ
Ａ
腎
症
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
腎
症
、
肥
満
や
糖

尿
病
性
腎
症
の
病
理
に
つ
い
て

研
鍛
を
積
み
ま
し
た
。
そ
の
後

臨
床
に
戻
り
、
一
年
間
西
福
岡

病
院
に
部
外
研
修
に
出
、
平
成

十
四
年
十
月
か
ら
腎
臓
勝
原
病

内
科
助
手
、
医
員
、
講
師

（四

条
七
号
）
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
本
当
に

多
く
の
先
生
に
さ
さ
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
は
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
私
事
と
重
な
る
の

で
す
が
、
幸
い
に
も
五
年
前
に

双
子
を
出
産
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
日
本
腎
臓
学
会
の
男
女
共

同
参
画
委
員
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

か
ら
委
員
と
い
う
役
を
い
た
だ

き
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

糖
尿
病
性
腎
症
に
お
け
る
貧
血

と
栄
養
の
関
与
に
興
味
を
も
っ

て
お
り
、
血
液
糖
尿
病
科
の
先

生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
研
究

中
で
す
。
あ
れ
や
こ
れ
や
と
よ

く
ば
り
な
う
え
、
仕
事
や
育
児

で
、
少
々
運
動
不
足
が
気
に
な

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
当
科
で

は
長
期
血
液
透
析
患
者
さ
ん
や
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
啓
蒙
に
よ
る
患
者
さ
ん

増
、
謬
原
病
の
患
者
さ
ん
と
全

身
管
理
の
た
め
他
科
の
先
生
方

と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
必
要
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

整
形
外
科
講
師

　　　　　

佐
伯

　

和
彦

こ
の
度
、
内
藤
正
俊
教
授
の
ご

推
挙
を
賜
り
、
講
師
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
佐
伯
和
彦
で
す
。

私
は
平
成
四
年
に
福
岡
大
学
を

卒
業
し
、
同
年
に
故
緒
方
公
介

教
授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
整
形

外
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
は
内
藤
正
俊
教

授
の
御
指
導
の
も
と
で
、
膝
関

節
疾
患
、
特
に
変
性
疾
患
や
ス

ポ
ー
ツ
外
傷
を
中
心
に
診
療
を

担
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

私
が
整
形
外
科
の
入
局
を
志

す
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

学
生
時
代
か
ら
サ
ッ
カ
ー
、
ス

キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
参
加
し
た
際
、
自
分
自

身
が
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
を
経
験
し
、

そ
の
治
療
法
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
治
療
法
の
選
択
に
よ
り
、

治
療
期
間
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
が
全
く
異
な
る
も
の
に
な

る
と
知
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
当
時
、
学
生
で
ス
ポ
ー
ツ

医
学
の
知
識
が
無
い
私
に
と
り

ま
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
の
先
輩
の

話
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
情
報
が

治
療
法
の
選
択
基
準
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が

い
か
に
無
知
の
選
択
で
あ
っ
た

か
、
整
形
外
科
で
の
研
修
期
間

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
を
ス

ポ
ー
ツ
外
傷
で
発
生
頻
度
の
高

い
前
十
字
靭
帯
損
傷
と
し
ま
し

た
。
前
十
字
靭
帯
損
傷
は
受
傷

時
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
復
帰
ま

で
に
は
長
期
間
を
要
し
、
選
手

生
命
を
も
断
た
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
学
院
で

は
治
療
期
間
を
短
縮
し
、
確
実

な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
復
帰
を
目

的
に
、
表
面
筋
電
図
を
用
い
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

的
臨
床
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
選
択
し
た
筋
肉
の

早
期
に
筋
力
回
復
を
認
め
、
そ

の
論
文
で
福
岡
大
学
医
学
会
優

秀
論
文
賞
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

大
学
院
卒
業
後
は
、
内
藤
正

俊
教
授
の
ご
高
配
に
よ
り

粋
ト
ＯＥ
の
の
ミ
ゴ
容
貌
包
の先
生
の

研
究
室
に
留
学
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
膝
関
節
の
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス
つ
い
て
研
究
を
行
な
い
、

テ
ー
マ
は
全
人
工
膝
関
節
置
換

術
時
の
靭
帯
バ
ラ
ン
ス
で
、
特

に
、
膝
内
側
支
持
機
構
の
拘
縮

や
解
離
が
膝
動
揺
性
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
の
生
体
力
学
的

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
新
し
い
概
念
の
靭
帯
や
軟

部
組
織
解
離
術
を
開
発
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動

へ
の
確
実
な
早
期
復
帰
を
目
的

と
し
た
膝
靭
帯
再
建
術
の
開
発

と
変
形
性
膝
関
節
症
に
対
す
る

新
し
い
骨
切
り
術
の
研
究
や
臨

床
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
昨
今
、
医
師
不
足

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
福

岡
大
学
整
形
外
科
は
志
の
高
い

優
秀
な
新
入
医
局
員
を
毎
年
迎

え
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
今

後
も
躍
進
が
期
待
さ
れ
る
科
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脳
神
経
外
科
講
師

　　　　

上
羽

　

哲
也

は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
二
十

二
年
十
月
一
日
よ
り
福
岡
大
学

脳
神
経
外
科
に
入
職
し
ま
し
た

上
羽
哲
也
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
大
学
脳
神
経
外
科
井
上
亨

教
授
な
ら
び
に
京
都
大
学
脳
神

経
外
科
宮
本
享
教
授
の
ヂ吾
同配

に
よ
り
、
福
岡
大
学
と
京
都
大

学
の
人
事
交
流
を
深
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
福
岡
大
学

脳
神
経
外
科
に
入
職
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
六
十

三
年
に
京
都
大
学
を
卒
業
し
、

京
都
大
学
脳
神
経
外
科
に
入
局

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院

博
士
課
程
を
卒
業
後
、
ソ
ー
ク

研
究
所

（米
国
）
留
学
を
経
て
、

京
都
大
学
脳
神
経
外
科
の
助
手
、

病
棟
医
長
を
勤
め
ま
し
た
。
一一

〇
〇
二
年
よ
り
市
立
岸
和
田
市

民
病
院
に
副
部
長
と
し
て
八
年
、

二
〇
一
〇
年
よ
り
部
長
と
し
て

半
年
奉
職
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
京
都
と
大
阪
か
ら
は
出

た
こ
と
が
な
い
関
西
人
で
す
。

今
回
福
岡
に
参
り
ま
し
た
が
言

葉
や
風
習
の
微
妙
な
違
い
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
漸
く
慣
れ
て

参
り
ま
し
た
。
趣
味
は
テ
ニ
ス

で
す
が
、
実
力
は
ー
で
す
。

私
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
グ
リ

オ
ー
マ
で
す
。
誓
す
き
奪
お
－き

は
下
垂
体
腺
腫
、
そ
し
て
血
小

板
で
す
。
グ
リ
オ
ー
マ
に
つ
い

て
は
、
大
学
院
時
代
、
留
学
中

を
通
し
て
分
子
生
物
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
、
グ
リ
オ
ー
マ
細

胞
の
細
胞
周
期
に
か
か
わ
る
遺

伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
臨
床
面
で

は
、
新
し
い
臨
床
試
験
、
高
度

先
進
医
療
開
発
に
も
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
グ
リ
オ
ー
マ

治
療
は
手
術
だ
け
で
な
く
、
遺

伝
子
解
析
や
病
理
と
の
連
携
が

重
要
で
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
福
岡
大
学
に
て
こ
れ

ら
の
成
果
を
発
展
さ
せ
大
学
な

ら
で
は
の
情
報
を
発
信
し
、
新

し
い
治
療
・
医
療
を
開
発
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
福

岡
大
学
の
た
め
診
療
、
教
育
、

研
究
に
一
所
懸
命
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

脳
神
経
外
科
講
師

　　　　

東

　

登
志
夫

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
よ

り
福
岡
大
学
脳
神
経
外
科
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
県
宇
部
市
の
生
ま
れ
で
、

久
留
米
大
学
附
設
中
学
・高
等

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
大
学

か
ら
は
関
西
に
参
り
、
昭
和
六

十
三
年
京
都
大
学
を
卒
業
、
京

都
大
学
脳
神
経
外
科
（菊
池
晴

彦
教
授
）
に
入
局
し
ま
し
た
。

関
連
病
院
で
の
研
修
の
後
、
大

学
院

（
一
九
九
一１
一
九
九
五
）

に
て
脳
虚
血
と
ス
ト
レ
ス
タ
ン

パ
ク
質
の
研
究

（京
都
大
学
再

生
医
科
学
研
究
所
、
細
胞
機
能

調
節
学
分
野
、
永
田
和
宏
教
授

（現
京
都
産
業
大
学
総
合
生
命
科

学
部
長
））、
米
国
セ
ン
ト
ル
イ

ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
神
経
内

科

（
一
九
九
五
１
一
九
九
八
）

に
て
虚
血
性
神
経
細
胞
傷
害

の
分
子
生
物
学
に
関
す
る
研

究

（ｂ
ｏｂ
巳
の
弓
・
Ｏ
ｇ
－教
授
）

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
十
年
よ

り
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
脳

神
経
外
科
（永
田
泉
部
長
（現

長
崎
大
学
教
授
）、
宮
本
享
部
長

（現
京
都
大
学
教
授
））
に
勤
務

し
た
後
、
平
成
十
五
年
よ
り
社

会
保
険
小
倉
記
念
病
院
脳
神
経

外
科
に
移
り
、
北
九
州
市
で
主

に
脳
卒
中
の
外
科
治
療
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

専
門
は
脳
卒
中
の
外
科
一
般

で
す
が
、
主
に
脳
神
経
血
管
内

治
療

（脳
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
脳
動
脈
層

の
コ
イ
ル
塞
栓
術
や
頚
動
脈
狭

窄
症
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
留
置

術
等
を
行
い
ま
す
。
脳
血
管
内

治
療
は
、
年
々
新
し
い
デ
バ
イ

ス
が
使
用
可
能
と
な
り
、
一
年

前
は
治
療
不
可
能
で
あ
っ
た
疾

患
が
今
年
は
治
療
可
能
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
技
術
革
新

と
と
も
に
ま
す
ま
す
進
歩
・発

展
し
て
い
る
分
野
で
す
。
井
上

亨
教
授
が
福
岡
大
学
に
赴
任
さ

れ
、
「九
州
初
の
大
学
型
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
」
構
築
を
計
画
し
て

お
ら
れ
る
と
お
伺
い
し
、
是
非

と
も
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
関
連
各

位
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
脳

血
管
内
治
療
の
症
例
数
も
順
調

に
増
加
し

（平
成
二
十
年
五
十

八
例
、
二
十
一
年
一
〇
八
例
、

二
十
二
年
一六
八
例
）、
平
成
二

十
二
年
四
月
か
ら
は
条
件
を
満

た
し
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療

学
会
の
認
定
研
修
施
設
（福
岡

市
唯
一）
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

研
修
医
以
来
の
大
学
病
院
勤

務
で
、
研
修
医
の
先
生
や
医
学

生
の
方
に
接
し
と
て
も
新
鮮
な

気
分
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
「な

ん
と
な
く
、
経
験
的
に
」
自
分

で
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
を
き
ち

ん
と
言
葉
に
し
て
説
明
す
る
こ

と
の
大
切
さ
難
し
さ
を
痛
感
し
、

毎
日
教
科
書
を
読
み
返
し
て
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
教
室
の
一

員
と
な
る
こ
と
が
で
き
幸
せ
に

思
い
ま
す
。
一
例
一
例
丁
寧
に

患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
ゆ
き
、

脳
血
管
内
治
療
チ
ー
ム
と
し
て
、

福
岡
大
学
病
院
や
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
先
生
方
の
信
頼
を
得
ら

れ
ま
す
様
に
努
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

き
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、′

　

２３

　

３月１日

　

、′ １７：００～１８：０５

／医学部臨床大講堂

辞

拶

授

　

…

　

内

学

・・

　　

文

　

…

の
挨

教

者

胞

大

者

　　

論

者

会

長

任

演

細

岡

賞

　　

賞

演

開

会

新

講

「

福

受

　　

受

講

１
１

　

っ
‘

　　

２
Ｊ

４^

　　　　　　　　

に
リ

学
血

医

・

神
臓

精
心

圭
介佑 血管内科学／現在、筑紫病院）

第
３７
回

　

医
学
部
慰
霊
祭

６） 閉会の辞 集会幹事

　

三宅

　

吉博

　
　

　　

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

講演された先生方を囲んで
（左から黒木先生、小林先生、尾寵先生、福田先生、朔先生、三宅先生）

１

室
紹
介病

　

理

　

学

病
理
学
講
座
は
基
礎
と
臨

床
に
ま
た
が
る
科
で
あ
り
、

教
育
研
究
と
共
に
、
常
に
各

診
療
科
と
密
接
に
関
わ
る
病

理
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
検
標
本
の
病
理
診
断
に
よ

り
、
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針

が
立
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

切
除
標
本
の
病
理
診
断
で
は
、

病
気
の
種
類
は
勿
論
の
こ
と
、

進
行
度
も
評
価
さ
れ
、
術
後

の
追
加
治
療
を
決
定
す
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
術
前
に
診
断
困
難
で
あ

っ
た
症
例
や
切
除
範
囲
の
決

定
に
難
渋
し
た
症
例
で
は
、

術
中
の
病
理
診
断
が
切
除
範

囲
や
廓
清
の
程
度
を
決
定
す

る
上
で
重
要
な
情
報
に
な
り

ま
す
。
近
年
の
目
覚
ま
し
い

医
療
の
進
歩
の
中
、
病
理
診

断
も
各
診
療
科
の
進
歩
に
応

じ
治
療
を
見
据
え
た
専
門
性

の
高
い
診
断
が
望
ま
れ
ま
す
。

多
く
の
施
設
で
は
、
外
科
系
診

療
科
と
同
様
、
病
理
医
が
減
少

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

当
講
座
で
は
全
国
施
設
に
比
較

し
、
多
彩
で
充
実
し
た
病
理
専

門
医
を
有
し
て
い
ま
す
。
各
々

が
専
門
分
野

（脳
腫
癌
”
鍋
島
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
、
白
血
病
”
竹

下
、
循
環
器
疾
患
”
坂
田
、
骨

軟
部
腫
癌
」
石
崎
、
腎
疾
患
＝久

野
、
前
立
腺
”溝
口
、
消
化
管
＝

二
村
、
溝
口
、
騨
胆
道
疾
患

　

”

中
山
、
潰
田
、
肺
”
鍋
島
、
潰

崎
、
生
殖
器
＝
岩
崎
、
竹
下
、

鍋
島
、
泌
尿
器
＝
岩
崎
、
溝
口
、

皮
膚
疾
患
＝
岩
崎
、
乳
腺
＝
鍋

島
、
竹
下
、
岩
崎
）
を
も
ち
、

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
ほ
ぼ
全
臓
器
に

わ
た
る
専
門
性
の
高
い
診
断
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
つ
の
施

設
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
あ
ら

ゆ
る
分
野
を
専
門
的
に
対
応
で

き
る
施
設
は
全
国
で
も
類
を
み

ま
せ
ん
。
充
実
し
た
外
科
病
理

に
加
え
、
院
内
外
の
病
理
解
剖

も
担
っ
て
お
り
、
全
例
臨
床
病

理
検
討
会

（Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
を
し
、

複
数
人
に
よ
る
検
討
を
行
い
生

前
の
診
断
や
治
療
の
評
価
、
死

因
の
解
明
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
教
育
に
お
い
て
も
、

全
身
臓
器
に
お
け
る
疾
病
の
一

般
通
則
で
あ
る
病
理
学
総
論
を

基
本
と
し
て
、
各
臓
器
に
お
け

る
専
門
性
を
有
す
る
教
官
に
よ

る
各
論
講
義
や
複

数
の
指
導
教
官
に

よ
る
実
習
指
導
、

Ｃ
Ｐ
Ｃ
へ
の
参
加

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
研
究
で
も

そ
れ
ぞ
れ
が
専
門

と
す
る
臓
器
を
対

　　　

し

象
に
様
々
な
手
法

で
解
析
、
検
討
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
講
座
が
担
っ
て

　　　

；

お
り
ま
す
使
命
は
、

　　　

「

病
理
診
断
の
み
な

ら
ず
、
治
療
方
針

へ
の
寄
与
、
医
療

　　　

に

の
質
の
向
上
、
さ

　　

‐

ら
に
は
病
態
の
解

明
に
貢
献
す
る
こ
と
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
福
岡
大
学
医

学
部
病
理
学
講
座
は
、
開
講

以
来
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
礎
と
し
て
、
高
度
先
進
医

療
機
関
と
し
て
の
責
任
を
全

う
す
る
よ
う
日
々
研
鍛
、
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

三宅

　

吉博

お　

消
化
器
外
科
学

平
成
十
八
年
十
月
一
日
に

福
岡
大
学
医
学
部
外
科
学
講

座
の
再
編
が
行
わ
れ
、
当
科

は
山
下
裕
一
教
授
の
も
と
旧

第
一
外
科
と
旧
第
二
外
科
の

消
化
器
外
科
が
合
併
し
、
医

学
部
外
科
学
講
座
消
化
器
外

科
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
再

編
の
目
的
は
、
表
示
内
容
と

診
療
内
容
が
合
致
し
分
か
り

や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

教
育
・
研
究
・
診
療
の
統
一

に
よ
る
活
性
化
、
さ
ら
に
専

門
医
を
目
指
し
た
研
修
の
効

率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

外
来
診
療
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
初
診
お
よ
び
再

診
患
者
さ
ん
の
す
べ
て
を
受

け
付
け
て
お
り
、
月
間
の
平

均
外
来
患
者
数
は
約
一

　

一
〇

〇
名
で
す
。
ベ
ッ
ド
数
は
八
十

五
床
、
月
平
均
新
規
入
院
患
者

数
は
約
一

　

一
〇
名
で
、
福
岡
大

学
病
院
で
は
最
大
の
診
療
科
で

す
。
手
術
日
は
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
で
、
年
間
約
八
〇
〇

例
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
臓
器
ご
と
の
縦

割
り
チ
ー
ム
を
編
成
し
専
門
性

を
深
め
る
と
と
も
に
、
内
視
鏡

手
術
や
一
般
外
科
な
ど
横
割
り

の
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
消
化
器
癌
の
治
療
に
内
視

鏡
や
腹
腔
鏡
手
術
が
積
極
的
に

導
入
さ
れ
外
科
手
術
が
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
食
道
癌
は
呼
吸

器
外
科
と
消
化
器
外
科
の
食
道

を
専
門
と
す
る
外
科
医
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
手
術
、
化
学
療
法
、

放
射
線
療
法
を
組
み
合
わ
せ
た

集
学
的
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
道
癌
の
内
視
鏡
外
科
手
術
は

最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

胃
癌
は
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
切

開
剥
離
法
（Ｅ
Ｓ
Ｄ
）、腹
腔
鏡
下

田月切
除
術
℃
Ａ
Ｄ
Ｇ
、Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｇ
）、

開
腹
手
術
な
ど
の
種
々
の
治
療

法
を
駆
使
し
て
最
適
の
治
療
を

選
択
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

一年
度
は
五
十
例
の
腹
腔
鏡
下

胃
切
除
術
を
施
行
し
、
今
後
も

増
加
す
る
術
式
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
科
の
大
腸
癌
手
術
症
例
数
は

九
州
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
Ｅ
Ｍ
Ｒ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
腹
腔
鏡

下
手
術
、
経
虹
門
的
内
視
鏡
下

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
エリ
ー
（Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
、

開
腹
手
術
な
ど
最
先
端
の
治
療

を
行
って
い
ま
す
。肝
臓
癌
治
療
は
、

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
（Ｒ
Ｆ
Ａ
）
、

マ
イ
ク
ロ
波
焼
灼
術

（Ｍ
Ｃ
Ｔ
）、

肝
切
除
術
お
よ
び
肝
移
植
を
行

っ
て
い
ま
す
。
肝
切
除
の
安
全

性
は
向
上
し
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
積
極
的
な
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。
胆
肺
疾

患
は
、
当
科
で
は
診
断
か
ら
治

療
ま
で
一
貫
し
て
行
え
る
シ
ス

テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

領
域
は
、
取
り
扱
う
疾
患
が
幅

広
く
、
ま
た
高
い
専
門
性
と
治

療
技
術
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
同

時
に
緊
急
性
の
高
い
領
域
で
も

あ
り
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
多
く
の
専
門
医
を
配
置
し

て
お
り
ま
す
。
当
科
の
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
医
療

へ
の
貢
献
と
若
手
外
科
医
育

成
を
目
的
と
し
た
ｂ
ｇ
宿
金
冠

豊
崎
の２

（Ａ
Ｃ
Ｓ

＝
急
性
期
外

科
診
療
）
を
平
成
二
十
二
年
四

月
よ
り
試
験
的
に
開
始
し
ま
し

た
。
若
手
医
師
を
中
心
に
外
科

系
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の

修
練
を
積
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、

術
者
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
施
設
か
ら
の
紹
介

が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の
症

例
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
臓
器
別
に
臨

床
に
直
結
し
た
プ
ロ
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
な
研
究
テ
ー
マ
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
術

後
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
重
視
し
た
消
化

管
再
建
術
式
や
安
全
な
肝
切

離
法
の
工
夫
、
大
腸
癌
化
学

療
法
の
開
発
、
急
性
胆
道
炎

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
証
は
教

室
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。

ま
た
基
礎
研
究
で
は
、
肝
移

植
に
関
す
る
動
物
実
験
や
癌

の
転
移
に
関
す
る
分
子
生
物

学
的
手
法
を
用
い
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
学
問
と
し
て
の
消

化
器
外
科
学
を
さ
ら
に
成
就

さ
せ
、
ま
た
地
域
医
療
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
よ
り
柔

軟
で
迅
速
な
診
療
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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次の方は、平成２２年９月２８日付けで福岡大学より医学博士を授与されました。

　　　　　　　　　　　
川西

　　

貴（微生物・免疫学研究生）

員栄城兼清（消化器外科学第４条７号講師）

第
三
十
七
回
福
岡
大
学
医

学
部
解
剖
体
慰
霊
祭
は
、
ご

遺
族
並
び
に
ご
来
賓
の
方
々
、

本
学
教
職
員
と
学
生
約
四
百

名
が
参
列
し
、
平
成
二
十
二

年
十
月
十
六
日

（土
）
午
後

二
時
か
ら
福
岡
斎
場
に
お
い

て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
肥
ら
れ
た
霊
位
は
、

学
生
の
医
学
教
育
の
目
的
で
、

系
統
解
剖
の
た
め
に
献
体
さ

れ
た
二
十
七
柱
、
病
院
で
死

去
さ
れ
て
病
因
究
明
の
た
め

に
病
理
解
剖
を
御
承
諾
頂
い

た
五
十
柱
、
合
わ
せ
て
七
十

七
柱
で
し
た
。

献
灯
献
花
の
後
、
厳
粛
な

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
慰
霊

祭
は
進
行
し
、
黒
木
政
秀
医

学
部
長
は
祭
詞
の
中
で
、
医

学
の
発
展
の
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
解
剖
に
ご
献

体
頂
い
た
霊
位
と
そ
の
ご
遺
族
、

さ
ら
に
、
ご
協
力
を
頂
い
た

各
種
関
係
機
関
に
敬
意
と
謝

意
を
表
さ
れ
る
と
と
も
に

『私

ど
も
は
、
日
々
花
を
供
え
、

香
を
た
い
て
七
十
七
柱
の
科

学
に
対
す
る
貴
き
ご
献
身
を

偲
び
、
敬
意
と
感
謝
の
念
を

表
し
て
い
ま
す
が
、
本
日
、

こ
こ
に
一
堂
に
会
し
、
皆
様

方
の
崇
高
な
御
遺
志
を
今
一

度
思
い
起
こ
し
て
、
今
後
益
々
、

勉
学
、
研
究
に
励
み
、
人
類

の
幸
福
と
福
祉
に
貢
献
で
き

ま
す
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を

お
誓
い
致
し
ま
す
』
と
新
た

な
誓
い
を
披
渥
さ
れ
ま
し
た
。


